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自己紹介	

梶田　将司　（かじたしょうじ）	
  
	
  
　京都大学 教授	
  

情報環境機構IT企画室	
  
学術情報メディアセンター兼務	
  
	
  

略歴	
  
昭和42年4月 	
  岡山県岡山市生まれ（現在49歳）	
  
昭和55年3月 	
  岡山市立津島小学校卒業	
  
昭和58年3月 	
  高松市立紫雲中学校卒業	
  
昭和61年3月 	
  香川県立高松高等学校卒業	
  
平成2年3月	
   	
  名古屋大学工学部情報工学科卒業	
  
平成7年3月	
   	
  名古屋大学大学院工学研究科情報工学専攻博士課程満了	
  
平成7年4月	
   	
  名古屋大学工学部助手	
  
平成10年3月 	
  博士（工学）	
  	
  

	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  “A	
  Study	
  on	
  Noise	
  Robust	
  AcousBc	
  Analysis	
  for	
  AutomaBc	
  Speech	
  RecogniBon”	
  
平成10年4月 	
  名古屋大学情報メディア教育センター助手	
  
平成14年4月 	
  名古屋大学情報連携基盤センター助教授	
  
平成14年7月 	
  文部科学省メディア教育開発センター客員助教授併任	
  
平成15年2月 	
  株式会社エミットジャパン代表取締役兼業	
  
平成21年4月 	
  名古屋大学情報連携統括本部情報戦略室准教授	
  
平成23年10月 	
  京都大学情報環境機構IT企画室教授，現在に至る	
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個人的な動機	
  
（研究者として）	




入学	

カリキュラム	
 学位	


履修	

シラバス	


単位	

成績	


卒業/修了	


入口管理	
 出口管理	


プロセス管理	


適切な「観測基準」と「観測装置」
の設計・実装が重要	


学生はいつどこでなにをどう	
  
学んでいるのか?	


課題:	
  

高等教育に	
  

おける質保証	
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観測対象空間	


時
間

特
性

	


群特性	


学習	

行動	
  

学びの	
  
共同体	
  
としての	
  

大学	
  

個人	
 集団（群）	


クラス，学科等の	
  
ある程度のまとまり	
  

時
間

積
分

	


蓄積された
学び	


教育プログラ
ムごとの学び	


時
間

積
分

	


分	

時	

週	

月	


学期	


年	


プログラム	


学習環境	
  
特性	


自宅	

教室	


通学中	


クラス，学科等の	
  
ある程度のまとまり	
  

•  瞬時的な学習から単位(学期)や学位(年)に至る時間軸	
  
•  個人からクラス・学科等の教育プログラムまでの群特性の軸	
  
•  教室・通学途中・自宅など学習場所等の学習環境の軸	


単一大学では密度の高いデータを観測不可	




学習メディアとのインタラクションの	
  
観測を通じたデータ収集	


CMS/LMS	
  

教材	


学生	
 教員	


インタラク
ション	


インタラク
ション	


観測	
 観測	


アクセス	
  
端末	
  

「アカデミッククラウド委託事業（代表機関:九大，参画機関:7大学+早稲田・慶應）」	
  
および「高等教育機関等におけるＩＣＴの利活用に関する調査研究（京大）」	
  

によるアンケートを通じて全国の大学の「ICT活用状況」は現状調査（2013年度）	


物理世界における	
  
学習メディア	


仮想世界における	
  
学習メディア	


教科書	


データ	




学びの大規模共同観測装置	


既存設備	


SINET5	


GW-­‐DB	


学習管理システム	


シラバス	
  
システム	


電子教科書	


ICカードによる出席
管理・入退室管理
等のデータ	


その他	
連携・統合	


収集ツール	


大学教育ビッグデータ	


Ｘ	
 パブリックデータ集積拠点	

プライベートデータ集積拠点	


学内のセキュアなストレージ基盤に	
  
非公開データを集積	
 匿名化されたパーソンセントリックデー

タを集積・共有	


匿名化	

認証連携	
 SDN	


学びの	
  
オントロジ	


E大	


京大	


I大	

F大	


G大	

D大	


共同利用	
B大	


A大	
 H大	
セキュア	
  
クエリ	


ポータビリティ	


C大	




主体的学習者の観測	


学習者の学習コンテキスト	


主体的学習者の支援	


学びの予測モデル	
  

個人のデータ	


集団のデータ	


SDN	


リフレクション	

学びの	
  

ダッシュボード	
   ルーブリック設計・実装	


教育ビッグサイエンス基盤	


大学教育ビッグデータ	


学びの大規模共同観測装置	
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認証連携・匿名化	


学習コンテキストフィルタ	


授業時間内	
  
（瞬時）	


授業時間外	
  
（数日〜1週間）	
  

学期	
  
（数ヶ月）	
  

教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ	
  
（数年）	
  

統計的手法による主体的学習者
の学びの予測モデルの確立	
  

ルーブリック	
  
設計・実装	


収集ツール	


学びのオントロジ	


標準化	
  
データポータビリティ	
  



個人的な動機^H^H義務	
  
（研究者として）	








業務的な動機	
  
（研究支援部門長として）	




外部データセンター�オンプレミス�
BCP�

SINET�

仮想計算機ホスティング� 全学メール�
ウェブホスティング�

現状�

全学ストレージ�

汎用コンピュータシステム（現行）	
  
（2012/12/28〜2016/12/27）	




パブリッククラウド�

外部データセンター�オンプレミス�

全学メール�

クラウド管理理�

ウェブホスティング�

データベース�

仮想計算機ホスティング�

サービス群�

BCP�

構想�

SINET�

セカンダリ�
システム�

プライマリ�
システム�

全学ストレージ�

ターシャリ・クォータナリ
システム�

京都大学アカデミッククラウド環境	




（1）クラウド型基盤システム群	


吉田	
  DC	
  （学術情報メディアセンター北館）	
 吉田外	
  DC	
  （クラウド事業者内）	


レプリケーション機能	
  
（一部）	


ストレージ基盤システム	
  
（プライマリ）	


ストレージ基盤システム	
  
（セカンダリ）	


光ﾃﾞｨｽｸを用いた	
  
データアーカイバ	
  

（最小構成）	
  

10GbE	
  	


スパコン	


広域ロードバランス	
  
（acBve	
  -­‐acBve）	


SINET5	

100Gbps	


L3SW	
 L3SW	

SINET5	
  L2VPN	


Internet	


10GbE	


KUINS	


コンピューティング基盤	
  
（セカンダリ）	


コンピューティング基盤	
  
（プライマリ）	


コンピューティング基盤	
  
（ターシャリ・クォータリ）	


負荷分散装置	
  
（acBve	
  -­‐	
  acBve）	


負荷分散装置	
  
（acBve	
  -­‐	
  acBve）	


物理容量 約1PB	
    物理容量 約500TB	
  

総CPUコア	
  1024以上	
  
256GB	
  メモリ/node	


総CPUコア	
  512以上	
  
256GB	
  メモリ/node	


4年固定:	
  	
  
20VM	
  	
  
(2vCPU,	
  8GBﾒﾓﾘ)	


1Gbps	
  +	
  α	
40Gbps	
  +	
  α	




追加外部ﾒﾃﾞｨｱ（別予算）	


追加外部ﾒﾃﾞｨｱ（別予算）	


外部オンプレ型を縮小?	


（1）クラウド型基盤システム群利用イメージ案	


2017/1	


固定	
  
（吉田）	


固定	
  
（Pub）	


可変	
  
（Pub）	


2018/1	
 2019/1	
 2020/1	
 2021/1	


資源量	


外ﾒﾃﾞｨｱ	
  
（吉田）	


次期システム調達期間	


アーカイブ用途	


一括移行	


固定	
  
パブリッククラウド	
  

利用を増加?	


新アーカイブ	
  
ソリューション	


コスト:	
  オンプレ型<パブリッククラウド型	
 コスト:	
  パブリッククラウド型<オンプレ型	


（box	
  除く）	


クラウド利用ガイドラインに基づいたクラウド利用促進	


利用コストを注視しながらパブリッククラウド利用へシフト	


固定	
  
（外部）	




全体構成図（簡略版:その2）	


ネットワークシステム	

Nexus9504	


京都大学	
 館林システムセンター	


セカンダリシステム基盤	

館林システムセンター	


SINET	


ストレージ基盤	

サブシステム	

ETERNUS NR1000F	

8020×2台	

1PB	


クラスタ型計算機システムB	

PRIMERGY RX2530 M2	

×2ノード	

CPUコア数：64	


仮想化・クラウド管理	

Vmware vRealize	

Automation	

VMware、Oracle VM Sever	

仮想マシン数：約550	


ターシャリ	

基盤システム	


クォータナリ	

基盤システム	


ストレージ基盤	

サブシステム	

ETERNUS NR1000F	

8020×1台	

500TB	


アーカイブ基盤	

サブシステム	

ETERNUS DA700	

×1台	

500TB	


クラスタ型計算機システムC	

PRIMERGY RX2530 M2	

×16ノード	

CPUコア数：512	


クラスタ型計算機システムA	

PRIMERGY RX2530 M2	

×30ノード	

CPUコア数：960	


ネットワークシステム	

Nexus9504	




Source:	
  hgp://www.fujitsu.com/jp/documents/products/compuBng/storage/data-­‐protecBon/da700/eternus_da700.pdf	






EDUCAUSE	
  2015	
  Preconference	
  Seminar	


Info:	
  hgp://bit.ly/educause2015	




複合的な動機	
  
（プロジェクトの旗振り役）	




多様な学術研究活動を育む全学研究
データマネジメント環境構築事業 	
  

学術情報メディアセンターからの全学経費要求	

大学における学術研究のライフサイクルに沿っ
た研究データの蓄積・共有・公開および長期保
管に必要な研究データマネジメント環境に求め
られる要求要件のとりまとめ	
  
– 多様な分野の研究者が集う京都大学を実証

フィールド	
  

ü 研究公正からオープンサイエンスまで対応可能	
  
ü 学内の教育研究活動データベースや機関リポジトリ，研究資源

アーカイブ等の既存システムとも連携可能	




手法	


•  京都大学オープンサイエンスデータプロジェクトを組織化，定期会合	
  
（１）利用者としての研究者	
  
（２）関係する全学支援組織である学術研究支援室・研究推進部研究推進
課・附属図書館・博物館，	
  
（３）システム構築・運用組織（情報環境機構）	
  

•  学内調査	
  
–  研究者アンケートを実施（11月頃）	
  

•  海外調査	
  
–  米国（8月下旬，10月下旬）	
  
–  欧州（9月下旬）	
  

•  国内調査	
  
–  研究助成団体	
  

•  日本学術振興会（JSPS），科学技術振興機構（JST），情報通信研究機構（NICT）
など	
  

–  大学の枠を超えたあり方	
  
•  国立情報学研究所（NII） など	
  



手法（続き）	


•  国内外調査，アンケートをベースに，エンター
プライズアーキテクチャ構築手法により記述	
  
	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
 Open	
  Group	
  TOGAF9	
  +	
  ArchiMate	
  2.1	




スケジュール	


•  6月キックオフミーティング	
  
•  7月25日:	
  KEGG	
  での取り組み（五斗先生）	
  
•  9月6日:	
  附属図書館海外調査（安原・小野さん）	
  
•  9月27日:	
  本日	
  
•  10月31日:	
  海外調査報告（米国・欧州）	
  
•  11月	
  
•  12月17日:	
  大学ICT推進協議会企画セッション	
  
– 中間報告	
  

•  12月19日:	
  学内講演会（エジンバラ大学）	
  
•  1-­‐2月:	
  最終報告会	
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Dominic Tate (Scholarly Communications Manager, University of Edinburgh) 
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PURR	
  Brief	
  History	
  	

•  2006〜2007年:	
  James	
  L.	
  Mullins	
  (Dean	
  of	
  Libraries)	
  が図書館の今

後について47部局と意見交換	
  
–  研究論文よりも研究データの重要性が高まっているにも関わらず，管

理・蓄積が危機的状況であることが明らかになる	
  
–  図書館科学をどうデータ科学に拡張していくか?	
  

•  紙ベースでは一世紀以上の経験	
  
•  2008〜2009年:	
  the	
  InsBtute	
  of	
  Museum	
  and	
  Library	
  Services	
  の 

NaBonal	
  Leadership	
  Grant	
  による研究補助により	
  Data	
  CuraBon	
  
Profile	
  を構築	
  
–  研究データマネジメントに関するインタビュープロトコル	
  

•  2010〜2011年:	
  NSF	
  が研究データマネジメントに関する要件を公
募要項に盛り込む	
  
–  “compeBBveness	
  and	
  compliance”	
  by	
  Vice	
  President	
  for	
  Research	
  	
  

•  2012年:	
  Vice	
  President	
  for	
  Research,	
  Dean	
  of	
  Libraries,	
  Director	
  of	
  
Campus	
  CompuBng	
  が集まり，6部局の研究者からなる委員会を立
ち上げ，仕様の検討を開始．	
  

	




「羊猫飼い」プロジェクト化…	


Source:	
  hgps://flic.kr/p/oyu3Ei	


“Cat	
  Herding”	
  
（コントロール不可）	
  
•  異なるRDMに対する意見	
  
•  玉石混合のRDMの経験	


3ヶ月でプロジェクト崩壊	




“Tiger	
  	
  Team”	
  による再始動	


•  Startup	
  Phase	
  
–  3部局から	
  4-­‐5人でチーム構成	
  
–  2年間で	
  1.28M	
  USD	
  (約1.3億円)	
  の開発費	
  

•  S/W	
  開発，サービス開発	
  
–  HubZero	
  ベース	
  

– 研究者の意見を聞きながら	
  IteraBve	
  な開発	
  
•  Sustain	
  Phase	
  
– 年間	
  328K	
  USD	
  (約3500万円)	
  
– 現在2年目	
  
– 追加開発	
  



PURR	
  	
  
(Purdue	
  University	
  Research	
  Repository)	


•  Purdue	
  構成員は誰でも無料で10GBの非公開領域(3年間)と1GBの
公開領域を利用可能	
  
–  PURRを用いた	
  RDM	
  を使って研究助成団体から研究費が獲得できる

と，無料で	
  100GB/10GB	
  まで拡張される	
  
•  増加分は大学が負担	
  
•  コストモデル:	
  1	
  USD/GB	
  for	
  project	
  space,	
  	
  9	
  USD/GB	
  for	
  archival	
  storage	
  

–  研究プロジェクトメンバ（学外者含む）を招待，利用	
  
–  DOI	
  付きで7箇所に保管	
  

•  研究助成団体の申請に必要なRDMプランを作成可能	
  
–  最新の公募要領に従った支援	
  

•  10年以降は大学の Library	
  CollecBon	
  として図書館が管理	
  
–  長期保管のためのデータフォーマット変換も行う	
  

•  「研究提案時」「研究中」「出版」「アーカイブ」の4つのフェーズで研
究者を支援	
  
–  As	
  a	
  VRE	
  (Virtual	
  Research	
  Environment)	
  



hgps://www.youtube.com/watch?v=Yw0IJj7FqA8	




hgps://purr.purdue.edu	




PURR	
  Stakeholders	


Researchers	


Library	


Campus	
  IT	
Vice	
  President	
  for	
  
Research	


CompeBBveness	
  &	
  Compliance	


Storage	
  Engineering	
  
Souware	
  Development	
  
Security,	
  Middleware	
  Management	
  
Gateway	
  for	
  IT	
  Services	
  (HPC	
  etc.)	


Expanding	
  Scholarly	
  InformaBon	
  Management	
  and	
  CommunicaBon	
  
	
  for	
  Data	
  Management	


1.  Implement	
  Complex	
  RDM	
  planning	
  
2.  Virtual	
  Research	
  Environment	
  
3.  Publish	
  Data	
  in	
  
4.  Long	
  Term	
  Archiving	




PoliBcs	
  and	
  Human	
  >	
  Technologies	


•  PURR	
  Team:	
  Every	
  week	
  
•  Technical	
  Team:	
  Every	
  other	
  week	
  
•  PURR	
  Steering	
  Commigee:	
  Every	
  month	
  
– 3	
  部局	
  
– 3	
  Faculty	
  Members	
  

•  ExecuBve	
  Steering	
  Commigee:	
  1-­‐2	
  per	
  year	
  
– 3	
  部局長	


•  異なるレポートラインに対応	
  
•  異なるステークホルダ間のコミュニケーション	




まとめにかえて	


PURR	

Globus	
  SaaS	


Illinois	
  Data	
  Bank	


Open	
  Group	
  TOGAF9	
  +	
  ArchiMate	
  2.1	


UC	
  
(Berkeley,	
  San	
  
Diego,	
  CDL)	



